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はじめに   

 

Ⅰ．障害者総合福祉法の骨格提言 

１．法の理念・目的・範囲   

２．障害（者）の範囲   

３．選択と決定（支給決定）   

４．支援（サービス）体系   

５．地域移行   

６．地域生活の資源整備   

７．利用者負担   

８．相談支援   

９．権利擁護   

10．報酬と人材確保   

 

Ⅱ．障害者総合福祉法の制定と実施への道程 

１．障害者自立支援法の事業体系への移行問題   

２．障害者総合福祉法の制定及び実施までに行うべき課題   

３．障害者総合福祉法の円滑な実施   

４．財政のあり方 

(1) 障害福祉予算 

(2) 支援ガイドラインに基づく協議調整による 

                         支給決定の実現可能性   

(3) 長時間介助などの地域生活支援のための財源措置   

 

Ⅲ．関連する他の法律や分野との関係 

１．医療   

２．障害児   

３．労働と雇用   

４．その他   

 

おわりに   
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